
2023年11月9日 日光市立日光小学校児童
を対象としたアンケート結果※の報告

国立研究開発法人 水産研究・教育機構 宮本 幸太
ニッコウイワナに学ぶ会 道田 豊

岐阜県水産研究所 岸 大弼

※アンケートはお話の前後に行いました。



せいかい が33％→93％

もんだい：川でゴミひろいや、さかなをふやしてい
る人たちの あつまりは？

のうきょう ぎょきょう こうむいん

つりかん わからない

おはなし前 おはなし後



もんだい：とちぎけんでは、○○㎝よりちいさいイワナ・ヤマメ
がつれたら、川へにがさなければいけない？

せいかい が22％→85％

５ｃｍ ８ｃｍ １５ｃｍ

２２ｃｍ わからない

おはなし前 おはなし後



もんだい：つりにいくときにひつようなものは？

せいかい が37％→92％

すいりけん にゅうすいけん ファストパス

つりけん わからない

おはなし前 おはなし後



しつもん：つりにいきたいですか？

おはなし後には「つりにいきたい」と こたえた人が
30％→54％

行きたい 少し行きたい

あまり行きたくない 行きたくない

おはなし前 おはなし後



おはなしが おもしろかったと こたえた人は81％

しつもん：おはなしは、おもしろかったですか？

日光小学校の皆様、校長先生、教頭先生、担任の先生、岐阜県
水産研究所の岸博士、ニッコウイワナに学ぶ会の道田様、お話
会とアンケートにご協力いただき感謝いたします。

感想おもしろかった ふつうだった つまらなかった

おはなし後



おはなし後にかいてくれた みんなのかんそう

・話を聞いて、もっともっともっともっともっとも～っとつ
りにいきたくなりました。

・魚のつりすぎやゴミをすてちゃダメ。

・いろいろまなべてよかったです。たのしかったです。おも
しろかったです。いろいろ川のことやさかなのことなどが
よくわかりました。



おはなし後にかいてくれた みんなのかんそう
（つづき）

・魚つり体けんがたのしかった。

・イワナをまもるため、きよたきしょう（清滝小学校）のひ
ともてつだっていることをしってびっくりしました。

・イワナのためにぼくもがんばりたいとおもった。

・川のことがいろいろしれた（つりけん、15ｃｍいか）。



おはなし後にかいてくれた みんなのかんそう
（つづき）

・イワナを守りたい

・魚のことをしれたし、今のげんじょうについてもしれた。
ゴミをすてないようにきをつける。問題点について考えら
れた。

・15ｃｍよりちいさいさかなは、にがしてあげることをし
りました。



保護者の皆様と先生方へ：今回の調査では81％の子供たちが「釣りに行き
たい/少し行きたい」と思っていることがわかりました。日光は自然に恵ま
れた場所であり、渓流魚が数多く生息しています。市内の川にイワナがい
るなんて、とても自慢できることです。川遊びや釣りは子供たちに日光の
自然の素晴らしさを伝えるきっかけになると思います。自然学習や釣りを
通して、自分たちが育った場所を誇りに思ってもらえれば何よりです。
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〒321-1661 日光市中宮祠2482-3 
TEL 0288-55-0055（代表）

本教材は岐阜県水産技術研
究所の岸 大弼（きし だい
すけ）博士が開発した「魚
つりのはなし」をもとに製
作しています。「魚つりの
はなし」の詳細はQRコー
ドを見てください→

日光市のニッコウイワナを守るため、「ニッコウ
イワナに学ぶ会」では様々な活動を行っています。
詳しくはこちらのQRコードをご覧ください→

ニッコウイワナに学ぶ会
Eメールアドレス：
nikkocharr@gmail.com
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